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（1-12）視力（能力） 

   調査員が、実際に視力確認票の図を対象者に見せて、評価する。 

 確認方法が決まっています。必ず「視力確認票」を使ってください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

       

   

 

視力確認表に記載された「細かい活字」が

目の前で見えるかどうか確認する。 

（メガネ、拡大鏡等を使用している場合は使って

いる状況で判断）。 
1. 普通 

見える 

視力確認表の「指の絵」を１ｍ離れた場所

に提示し、見えるかどうか確認する。 

視力確認表の「指の絵」を目の前に提示

し、見えるかどうかの確認をする。 

4. ほとんど見えない 

2. 約１ｍ離れ

た視力確認表の

図が見える。 

 

図が見える。    

る 

 

3. 目の前に置い

た視力確認表の

図 が 見 え る 。

る 

 

見える 

見える 

見えない 

 

見えない 

 

見えない 

 

認知症等で意思疎通ができず、見えているのか判

断できない。（普段の状況からも判断できない、追視

や食事の時に食器が見えているなども確認できない。） 

5. 判断不能 

 視力確認票は本人の正面に置いて調査を行い、 

視野狭窄や視野欠損などの状況は、特記事項 

にご記入ください。 
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